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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月29日(2019.10.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　識別情報の可変表示を行い、識別情報の可変表示の表示結果として特定表示結果が導出
表示された後、特定領域を遊技媒体が通過したことにもとづいて遊技者にとって有利な有
利状態に制御可能な遊技機であって、
　演出を実行可能な演出実行手段を備え、
　前記演出実行手段は、
　識別情報の可変表示に対応して、演出用識別情報の可変表示を実行可能な演出用可変表
示実行手段と、
　前記有利状態に制御される場合と前記有利状態に制御されない場合とで共通に実行可能
な共通演出を実行可能な共通演出実行手段と、
　前記共通演出を実行した後に、前記有利状態に制御されるか否かを報知する報知演出を
実行可能な報知演出実行手段と、を含み、
　前記共通演出の実行途中において前記特定表示結果が導出表示された後に、前記特定表
示結果が導出表示されたことを示す所定演出を実行する第１パターンと、前記共通演出の
実行途中において前記特定表示結果が導出表示された後に、前記共通演出を継続して実行
し、前記報知演出を実行する第２パターンとにより演出を実行可能であり、
　前記共通演出の実行中に演出識別情報の可変表示を行わない、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　手段Ａの遊技機は、
　識別情報の可変表示を行い、識別情報の可変表示の表示結果として特定表示結果が導出
表示された後、特定領域を遊技媒体が通過したことにもとづいて遊技者にとって有利な有
利状態に制御可能な遊技機であって、
　演出を実行可能な演出実行手段を備え、
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　前記演出実行手段は、
　識別情報の可変表示に対応して、演出用識別情報の可変表示を実行可能な演出用可変表
示実行手段と、
　前記有利状態に制御される場合と前記有利状態に制御されない場合とで共通に実行可能
な共通演出を実行可能な共通演出実行手段と、
　前記共通演出を実行した後に、前記有利状態に制御されるか否かを報知する報知演出を
実行可能な報知演出実行手段と、を含み、
　前記共通演出の実行途中において前記特定表示結果が導出表示された後に、前記特定表
示結果が導出表示されたことを示す所定演出を実行する第１パターンと、前記共通演出の
実行途中において前記特定表示結果が導出表示された後に、前記共通演出を継続して実行
し、前記報知演出を実行する第２パターンとにより演出を実行可能であり、
　前記共通演出の実行中に演出識別情報の可変表示を行わない、
　ことを特徴とする。
さらに、手段１の遊技機は、可変表示を行い、可変表示の表示結果として特定表示結果（
例えば、大当り図柄）が導出表示された後、特定領域（例えば、作動ゲート００７ＩＷ０
１７）を遊技媒体（例えば、遊技球）が通過したことにもとづいて遊技者にとって有利な
有利状態（例えば、大当り遊技状態）に制御可能な遊技機であって、演出を実行可能な演
出実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０）を備え、演出実行手段は、有利状態に制
御される場合と有利状態に制御されない場合とで共通に実行可能な共通演出（例えば、ス
ーパーリーチ演出Ｂ）を実行可能な共通演出実行手段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０
におけるステップ００７ＩＷＳ８０４，Ｓ８０６，Ｓ８０８，Ｓ８２７，８４５，Ｓ８８
３，Ｓ８８８，Ｓ９０４を実行する部分）と、共通演出を実行した後に、有利状態に制御
されるか否かを報知する報知演出（例えば、当否報知演出）を実行可能な報知演出実行手
段（例えば、演出制御用ＣＰＵ１２０におけるステップ００７ＩＷＳ８０４，Ｓ８２７，
８４５，Ｓ８８３，Ｓ８８８，Ｓ９０４を実行する部分）とを含み、共通演出の実行途中
において特定表示結果が導出表示された後に、特定表示結果が導出表示されたことを示す
所定演出（例えば、図８－４７（Ｅ）に示す突右演出）を実行する第１パターン（例えば
、変動パターン８に従ってスーパーリーチ演出Ｂ３を実行する場合には、図８－４６（Ｄ
）に示すように、例えば、第１特別図柄表示装置４Ａにおいて大当り図柄が停止表示され
てスーパーリーチ演出Ｂ３が途中で終了し、図８－４７（Ｅ）に示すように、突右演出が
実行される）と、共通演出の実行途中において特定表示結果が導出表示された後に、共通
演出を継続して実行し、報知演出を実行する第２パターン（例えば、変動パターン７に従
ってスーパーリーチ演出Ｂ２を実行する場合には、図８－４４（Ｄ）に示すように、スー
パーリーチ演出Ｂ２の途中で、例えば、第１特別図柄表示装置４Ａにおいて大当り図柄が
停止表示され、その後、図８－４５（Ｆ）に示すように、大当り報知演出が実行される）
とにより演出を実行可能であることを特徴とする。そのような構成によれば、演出効果を
高めることができる。
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